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１．はじめに
 近年，Society 5.0 の実現を目指して，土木業界において

も DX が推進され，業務効率化を図る取り組み（国土交通

省，2022）が進められている．土木施設，例えば橋梁や砂

防堰堤などを対象とし，さまざまなデジタル技術を用いた

点検手法が提案されている（例えば，小椋ら，2023）． 
 一方で，道路の擁壁などの小規模な線状構造物について

は，その数が膨大であり，施設延長も長いことから，デジ

タル技術を用いた点検の事例は少ないのが現状である．こ

れまで，道路の防災施設の管理は，道路防災点検や道路土

工構造物点検などによって定期的に実施されており，着目

箇所の経時変化を写真で記録し，点検者がコメントを記載

するなどしている．

 本報告では，道路施設の点検における DX を推進する取

り組みの一つとして，360 度動画によるリアリティキャプ

チャ技術を用いて施設の経時情報の記録・共有を行い，さ

らに着目箇所における現地計測結果を融合させた事例につ

いて紹介する．

２．施設点検の現状と DX を推進するための課題
施設点検のうち，道路防災点検要領（国土交通省，2006）

によると，あらかじめ設定した点検調査区間で安定度調査

を行い，箇所別記録表（第 1 図参照）を整理し，あらかじ

め決められている評価項目に沿って点数付けを行い，その

評定点をもとに総合評価を行う．その結果，対策が必要と

判断される要対策箇所や，防災カルテを作成して点検を継

続し経過観察を行うカルテ点検箇所，さらに特に新たな対

応を必要としない箇所を決定し，対応を行っている．擁壁

にかかわる箇所別記録表は，第 1 図に示すように，擁壁の 

第１図 箇所別記録表（擁壁）記入例（国土交通省，2006） 

展開図および変状箇所，位置図，所見，予想災害規模，想

定対策工などが記載されており，変状箇所では定点撮影や

簡易な計測を行い，変状の進行を監視するための調書とな

っている． 
 防災カルテ点検を行う場合，スケッチ図をもとに着目箇

所を探し，その場所の変化を定点で撮影や計測して変状の

進行程度を評価している．そのため，周辺の地形や構造物

の配置状況，および着目点以外の変化などは点検調書では

把握できない．さらに，定点撮影のため，撮影するアング

ルをなるべく同じにするなどの工夫が必要である．

３．360 度動画によるリアリティキャプチャ技術
今回実施した点検は，通常の点検に加えて，180 度以上

の範囲を捉えられる超広角レンズを 2 枚搭載し，全方向を

第36回日本情報地球学会講演会 講演要旨集 031-032頁 2025年



同時に撮影できるカメラをヘルメットに固定する，あるい

は手で持ちながら動画を撮影するだけである．ただし，ス

タート地点とゴール地点を同じにすることや，歩調を一定

に保つこと，対象物に死角ができないように工夫しながら

歩くことなど，動画から点群を作成する上で注意が必要で

ある．なお，リアリティキャプチャ技術は，Lin et al. (2022)
の技術をもとに，施設点検箇所への適用を進めている．こ

の技術を用いることで，撮影した 360 度動画をクラウドサ

ーバーにアップロードすると，3D点群，2Dオルソフォト，

および 3D 点群と関連付けられた複数ポイントにおける

360 度画像が自動で作成される．

４．時系列変化の記録と着目点の計測
変状している石積み擁壁を対象に，複数回リアリティキ 

2023 年 7 月 27 日撮影 

2025 年 3 月 28 日撮影 

第 2 図 360 度動画から作成した点群 

2023 年 7 月 27 日撮影 
第 3 図 360 度動画から作成した点群(上)と 360 度画像（下） 

ャプチャ技術を用いた点検を行った．第 2 図に示すように，

複数時期の点群が同じ位置で自動生成される．また，第 3
図のように，360 度画像をウェブ上で確認できるため，現

地点検の全体像や個別箇所の状況を容易に把握できる．さ

らに，これらの図から着目箇所の状況をウェブ上で複数時

期の写真画像として確認することで，小さな変化の把握は

難しいが，土地利用の変化や新たな構造物の設置など，目

視で確認できる変化については把握できる．これまでの防

災カルテ点検では，変状箇所に対して定点撮影を行い，経

時変化を確認し，調書を整理していたが，本技術を活用す

れば，ウェブ上で同様の確認を行うだけでなく，変状箇所

以外についても，動画撮影されている範囲内であれば確認

できるため，非常に情報量が多く，維持管理に有用なツー

ルであると言える．次に，該当箇所の変状部（石積みのは

らみ出し箇所）では，石と石の間隔をクラックゲージで観

測している．その結果，大きいところで 2.5 mm／年と，

非常にわずかな変化である．この変化を点群差分で表現す

ることは難しいため，変状箇所についてはリアリティキャ

プチャ技術に頼らず，計測機器等による計測値に基づいて

変化の傾向を把握し，安定性について評価する必要がある

と言える．

５．道路防災点検 DX に必要な事項の検討方法
 これまで実施してきた道路防災点検を DX する方法の一

つとして，着目箇所の点検のみならず，全体像の変化もデ

ジタル技術で確認することが必要である．これには，着目

箇所の画像や計測値などの数値情報も併せて，360 度動画

によるリアリティキャプチャ技術とクラウド上でのデータ

管理・閲覧が可能な本手法は有用であると考える．また，

データはクラウドサーバー上に保存されるため，BIM/CIM
情報や長期的な点検，補修，維持管理等の情報も一元管理

できる点でも優れている．一方で，管理者側が過去から蓄

積している記録との整合性を図るため，従来の点検様式に

合わせた調書出力のニーズもあることから，点検様式に準

じた出力が可能なプログラムを実装することで，完全なデ

ジタル管理への移行期間にも対応可能である． 

６．まとめ
 道路防災点検は，1996（平成 8）年から行われており，

これまでのデータ蓄積がある．管理上，過去の様式に合わ

せて記録せざるをえないところがあるものの，新しいデジ

タル技術を付加することで，点検時の状況をバーチャルで

確認したり，GIS と連携したりすることによって，位置情

報とも関連付け，いつでもどこでも施設状況が確認でき，

変状の経過が把握できるような仕組みづくりが重要である

と考える．
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